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1月 24日(土)に「浜田ワシ 

ントンホテルプラザ」におい 

て、2026新春旗開きの前段 

で、『こだわろう！くらしの向 

上 ひろげよう！仲間の輪』を 

スローガンに掲げ「2026 春季

生活闘争開始宣言集会」を開催しました。集会では、22 春闘か

らスタートした「未来づくり春闘」はそれぞれのステージで成果

を得るなかで、26 春闘では実質賃金の持続的な上昇を伴う“賃

上げノルム”の確立をめざすべく春闘方針を確認しました。ま

た、連合島根の 2026春季生活闘争の具体的な取り組みは、月例

賃金の引き上げにこだわり、定期昇給分 2％の確保したうえで、

「底上げ」「底支え」「格差是正」分の 3％（合計 5％）以上に加

えて、「中小組合格差是正」分の１％を加えた合計６％以上の賃

上げを要求水準とし、規模間・地域間格差是正を図ることについ

て共有化するとともに 2026春季生活闘争がスタートしたことを

内外にアピールしました。 

『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 
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西
部
地
協
は
1
月
２４
日(

土)

に
「
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
」
に
お
い
て
、
新
体
制
の
中
、

新
た
に
連
合
運
動
の
基
盤
強
化

に
向
か
っ
て
、
更
に
前
進
す
る
こ

と
を
祈
念
し
て
新
春
旗
開
き
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

地
協
内
構
成
組
織
組
合
員
や

地
協
幹
事
会
役
員
、
そ
し
て
下
記

記
載
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出

席
い
た
だ
き
総
勢
６５
名
が
集
い

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

手
島
青
年
青
年
女
性
副
委
員

長
（
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
分

会
）
の
司
会
で
進
行
さ
れ
、
主
催

者
を
代
表
し
て
原
田
議
長
の
あ

い
さ
つ
、
ご
来
賓
か
ら
は
、「
三
浦

浜
田
市
長
」
様
、
「
山
本
益
田
市

長
」
様
、
中
道
改
革
連
合
「
大
塚

聡
子
」
様
、
島
根
県
議
会
議
員
「
須

山
隆
」
様
の
４
名
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
景
山
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
宴
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 旗

開
き
の
途
中
で
は
、
５
月
に

行
わ
れ
る
江
津
市
議
会
議
員
選

挙
に
立
候
補
予
定
の
「
植
田
好

雄
」
氏
「
植
田
圭
介
」
氏
か
ら
決

意
表
明
を
い
た
だ
い
た
後
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
「
江
津
市
職
神
楽

【
来
賓
の
ご
紹
介
】 
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連
合
島
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会
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景
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○
益
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市
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浩
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○
浜
田
市
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三
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大
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〇
中
道
改
革
連
合
島
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大
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聡
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様 
○
島
根
県
議
会
議
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○
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議
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議
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芦
谷 
英
夫 

様 

〇
浜
田
市
議
会
議
員 

 
 
 
 
 

 
 

 

小
川 

捻
宏 
様 

〇
浜
田
市
議
会
議
員 

 
 
 
 
 

 
 

戸
津
川 

美
二 

様 

○
益
田
市
議
会
議
員 

福
原 

宗
男 

様 

○
益
田
市
議
会
議
員 

平
原 

祐
一 

様 

〇
浜
田
市
労
働
者
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 

 

会
長 

平
野 

裕
人 

様 

○
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根 

浜
田
所
長 

田
村 

健
次 

様 

〇
中
国
労
金
浜
田
支
店 

 
 

支
店
長 

池
内 

崇
敏 

様 

○
中
国
労
金
益
田
支
店 

 
 

支
店
長 

大
野 

健
一 

様 

○
こ
く
み
ん
共
済
COOP
西
部
支
所 

 

支
所
長 

深
江 

祥
教 
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西部地協は、２ 

月 1４日(土)に、浜 

田市「いわみーる 

301研修室」にて、 

2026春季生活闘争 

の皮切りとして、 

春闘の取り組みの共有化を図ることを目的とし

て、「春闘研修会」を開催しました。研修では、連合

島根西部地協事務局長の「堀江元気」氏から「2026

春季生活闘争について」と題して、ポイントと課題

について詳しく説明を受けました。その後、浜田地

区会議を代表して「ハイレックス島根労組 森岡和

哉委員長」と江津地区会議を代表して「江津市職員

労働組合 岡本卓委員長」からそれぞれの単組の 25

春闘の振り返りと 26 春闘に向けた取り組みや課題

について報告いただき、情報共有を図ることができ

ました。 

保
存
会
」
の
皆
様
よ
り
新
春
に
ふ

さ
わ
し
く
石
見
神
楽
～
恵
比
寿
～

を
披
露
頂
き
、
旗
開
き
に
華
を
添

え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年

も
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
、
西
部
地
協
藤
田
副

議
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
一
本

締
め
で
旗
開
き
の
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。 

 

春季生活闘争研修会開催 ２０２６春季生活闘争開始宣言集会開催
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西
部
地
協
青
年
女
性
委
員
会
は
、

２
月
７
日(

土)

、
浜
田
市
「
浜
田
ニ
ュ

ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」
お
い
て
第

１５
回
西
部
地
協
青
年
女
性
委
員
会
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

定
期
総
会
の
前
段
で
は
例
年
通
り

研
修
会
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
西
部

地
協
事
務
局
長
の
「
堀
江
元
気
」
氏
が

講
師
と
な
り
「
労
働
組
合
と
政
治
活

動
」
と
題
し
て
、
組
合
活
動
と
政
治
活

動
の
意
義
・
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
会
後
の
総
会
で
は
、
二
〇
二

五
年
の
活
動
報
告
や
①
青
年
組
織
の

活
性
化
・
連
帯
強
化
に
向
け
て 

２
月
２
２
日
（
日
）、
島
根
県
民
会

館
に
お
い
て
「
竹
島
の
日
」
記
念
式

典
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
大
会
が
行
わ
れ
、
西
部
地
協
か

ら
右
田
泰
之
さ
ん
（
江
津
市
職
労
）、

小
林
久
人
さ
ん
（
浜
田
市
職
労
）
が
出

席
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
主
催
者
・
来
賓
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

特
別
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
採
択
さ

れ
ま
し
た
。 

式
典
後
の
講
演
会
で
は
、
藤
井
賢

二
氏
か
ら
「
竹
島
問
題
に
つ
い
て
の

日
本
に
発
信
と
韓
国
の
反
応
」、
下
条

正
男
氏
か
ら
は
「
歴
史
学
と
国
際
法

の
竹
島
問
題
」
と
題 

し
て
限
ら
れ
た
時 

間
の
中
で
講
演
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
間
の 

日
本
側
の
行
動
が 

 

韓
国
に
隙
を
与
え 

る
こ
と
と
な
っ
て 

い
る
こ
と
、
韓
国 

と
の
平
和
的
解
決
に
向
け
た
観
光
交
流
の
実
現
に
向

け
て
な
ど
短
い
時
間
で
多
く
の
こ
と
学
び
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

西部地協は、１月３０日（金）、益田市内市民学習センタ

ーにおいて益田鹿足地区会議と連携して地域が抱える

課題について広く組合員に知ってもらい、持続可能な地

域づくりに向けた取り組みを推進していく目的で研修

会を開催した。初めてとなる今回は、島根県交通運輸産

業労働組合協議会から丸山武事務局長をお招きし益田

市が抱える公共交通の課題について講義いただいた。今

後も、各地域が抱える課題を取り上げ、学習会を開催し、

知見を深めることで政策制度要求への反映や推薦議員

との連携による地域課題解決に向けた取り組みに繋げ

ていきたいと思います。 

②
労
働
運
動
を
通 

じ
た
社
会
活
動
へ 

の
取
り
組
み
、 

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平 

等
推
進
へ
の
取
り 

組
み
な
ど
の
二
〇 

二
六
度
活
動
計
画 

に
つ
い
て
提
起
し 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
高
橋
悠
希
新
委
員
長
（
自
治
労
江
津
町
職
）

の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。
総
会

終
了
後
に
は
、
新
旧
役
員
並
び
に
総
会
代
議
員
出
席
の

も
と
懇
親
会
を
行
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

開催日時：２０２６年５月１６日（土）８：０５スタート  開催場所：金城カントリークラブ  

益

15

第
21

１月２７日（公示）、２月８日投開票の日程で行われた第

５１回衆議院議員選挙において、島根２区では中道改革連合

の大塚聡子氏を推薦決定し、準備時間が短い中・厳しい寒さ

の中ではありましたが各地区で多くの仲間のご尽力で選挙

戦を闘いぬくことができましたが、結果につきましては、議

席獲得がかないませんでした。この間の皆様のご尽力に感謝

申し上げます。 

この間の組合員・ご家族の皆さんの取り組みに感謝申し上げ

ます！ 

島根２区（２月８日投開票、投票率 56.88％（前回 58.16%）） 

 大塚 聡子【連合島根推薦】 ３５，０６２票(22.0%） 

当選 高見 康裕 ９８，０１５票(61.5%) 

 倉井 克幸 １６，２９０票(10.2%) 

 亀谷 優子 ９，９９９票 (6.3%) 

＜比例代表（中国ブロック）＞ 

自民５、中道２、維新１、国民１、参政１ 

第


